
測定指標と目標値

・女性エリートコーチ事業受講者の延べ人数（R４年３１名⇒R５年４7名）

・中高学校部活動における選手・指導者の女性アスリートの健康課題に配慮した指
導・トレーニングの必要性の認識の向上 （R４年実態調査の結果を踏まえ設定）

・女性エリートコーチ育成事業プログラム受講者がナショナルレベルで指導
（Ｒ３年３０％⇒R４年４０％⇒Ｒ６年５０％）

インパクト

KPI
④

KPI
③

KPI
①

KPI
②

・産前産後期のトレーニング指導等の医・科学サポートの満足度 （R６年80％⇒R8年100％）
・各NFにおいて、女性アスリート支援に関する委員会及び担当者等が配置される （R6年90％）

女性アスリートが健康に競技を継続でき、安心して競技に打ち込むことができる環境が整備されることにより、女性アスリートの心身の
健康保持、スポーツを通じた女性の活躍促進

課題

現状
・女性アスリートは、エネルギー不足、無月経、骨粗鬆症といった三主徴をはじめとする健康課題や出産、育児などの阻害要因により競技の継続が困難になる現状がある
・ナショナルレベルのコーチは、男性の割合が高く、女性が活躍できる環境が整っていない
・中高生の学校部活動などにおいては、女性の健康課題に配慮された指導が行われていない

・女性アスリートの健康課題への認識は高まりつつあるものの、各競技別の健康課題に配慮したトレーニング方法や産前産
後期におけるトレーニング方法が確立していない
・女性エリートコーチの育成については、実践機会が十分に得られない現状やパラ競技における育成手法が確立していない
・学校部活動の指導者の女性の健康課題に配慮した指導に関する知識が不足しており、地方自治体における支援体制も整
備されていない

・競技の特性と産前産後を含む女性アスリートの健康課題を踏まえたトレーニング方法の開発、女性の視点とアスリートとし
ての技術を兼ね備えた女性エリートコーチの育成プログラムの実施、中高生を含むジュニア層への女性の健康課題を踏ま
え指導に必要な情報提供体制を構築することで、女性アスリートが健康に競技を継続できる環境の充実を図る

本事業の
目的

（現状・課題を示すデータ）

・オリ・パラに出場したママアスリートの人数
リオ大会：9名、東京大会：16名
・東京大会日本選手団における女性コーチの割合
オリ14.3％、パラ２４．２％
・女性アスリート支援に取り組む中央競技団体７４％
・女性アスリート支援に取り組む都道府県５1％
・中高学校部活動における女性アスリートの健康課題
に関する選手・指導者の実態調査を実施（R4年度）

「女性アスリートの育成・支援プロジェクト事業」ロジックモデル

（関連施策）
・Sport in 
Life
・不妊予防支援
パッケージ（内
閣府・厚労省・
文科省）

⚫ 産前産後期の医・科学サ
ポートの満足度の向上

⚫ 各NFにおける女性アスリー
ト支援機能の整備

⚫ 事業の受講者がナショナル
チームレベルで指導

⚫ パラ競技におけるエリート
コーチ育成の取組促進

⚫ マニュアルの展開
⚫ 選手・保護者・指導者におけ
る女性アスリートの健康課
題に配慮した指導・トレーニ
ングの必要性の認識の向上

⚫ 都道府県における女性アス
リート支援の必要性の認識
の向上

インプット
（資源）

アクティビティ（活動内容） 中期アウトカム
（成果目標）

初期アウトカム
（成果目標）

アウトプット（活動目標）

R4年度予算額
２００百万円

①女性アスリー
ト支援１件
②女性エリート
コーチ育成１件
③実践型モデ
ル事業２～３件

【女性トップアスリートへの支援】
⚫ 女性アスリートの産前産後期のト
レーニング指導等の医・科学サポー
トの実施

⚫ 育児サポートの実施
⚫ 相談窓口の設置・運営

【中高生含むジュニアアスリート
等への支援】
⚫ 年代別・競技別マニュアル策定
⚫ 中高学校部活動の実態調査を実施
⚫ 女性アスリート支援情報プラット
フォーム構築

⚫ 産前産後期のトレーニング指
導等の医・科学サポート事例の
蓄積

⚫ サポート事例を中央競技団体
へ展開

⚫ 女性エリートコーチ育成事業受
講者の増加

⚫ パラ競技に特化したコーチ育
成プログラムの策定

⚫ 年代別・競技別マニュアルの策
定

⚫ 中高学校部活動における指導
の実態把握

⚫ 女性アスリート支援情報の一元
化・提供

⚫ 産前産後期等の医・科学サ
ポート方法の確立

⚫ 各NFにおける女性アスリー
ト支援機能の整備

⚫ 事業の受講者がナショナル
チームレベルで指導する割
合の増加

⚫ 選手・保護者・指導者におけ
る女性アスリートの健康課
題に配慮した指導・トレーニ
ングの必要性の認識の向上

⚫ 都道府県における女性アス
リート支援の必要性の認識
の向上

長期アウトカム
（成果目標）

⚫ 競技の継続において、健
康課題や出産が障壁と感
じない女性アスリート（強
化指定選手）の増加

⚫ ナショナルチームで指導す
る女性コーチの割合が向
上（30％）

⚫ 全ての女性アスリートに
対し、健康課題に配慮した
指導が行われる割合が向
上

⚫ 全ての都道府県において
女性アスリート支援の取
組が行われる

KPI
①

KPI
②

KPI
③【女性エリートコーチ育成】

⚫ 強化現場と連携したコーチング実践
の機会の創出

⚫ パラ競技におけるコーチ育成の課題
抽出、プログラム構築

KPI
④
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